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１．研究計画の概要 

 西アジアの一角、メソポタミアは世界で初
めて文明社会が出現した土地である。そうし
た社会がいかに生まれたのかを明らかにす
るには、その基盤となった農耕牧畜社会の発
展と変容の経緯を探ることが欠かせない。本
研究では、初期農耕牧畜社会が大きく変質す
る土器新石器時代後期の社会変化の実態、メ
カニズムを野外調査を通じて解明する。特に
焦点をあてるのは、紀元前 7 千年紀における
社会変化である。すなわち、農耕牧畜開始当
初は比較的均質な社会が展開したものの、そ
の頃、地方文化が勃興し、その後の各地を特
徴づけるような文化伝統、社会が形成され始
める。この現象がなぜ、どのように生じたの
かを気候変化との関連性をシリアにおける
野外調査によって調べる。 

 具体的には、シリア東北部、ハブール平原
において、(1)テル・セクル・アル・アヘイマ
ル遺跡の考古学的発掘、および(2)ハブール川
一帯の地理学的調査、(3)古環境分析を実施す
る。そして、(4)その成果を国内研究で統合し、
謎とされてきた前 7 千年紀の文化変化の理由
を具体的に説明する。 

 

２．研究の進捗状況 

(1)考古学調査 

 現地調査は毎年実施することができた。テ
ル・セクル・アル・アヘイマルは紀元前 8 千
年紀の先土器新石器時代から 7 千年紀の土器
新石器時代まで連綿と居住された遺跡であ
る。調査にあたっては各時期の社会の特質を
定義しうるような考古学的証拠、すなわち、
集落規模や構造、遺物の空間配置にかかわる
知見を収集、分析した。 

(2)地理学的、堆積学的調査 

 この遺跡はユーフラテス川最大の支流で
あるハブール川に接した段丘上にあり、河川
氾濫の痕跡が遺跡堆積物に残されている。そ
こで古地理学的調査により段丘の形成過程
を調べた。また、テル・セクル・アル・アヘ
イマル遺跡の発掘によって紀元前 7 千年紀の
井戸が見つかった。これは西アジア最古級の
井戸である。当時の水位を調べるための地形
解析をおこなった。 

(3)古環境調査 

 遺跡近隣の湖におけるボーリング調査で
入手した堆積物を検査し、珪素化石解析によ
る古環境分析を実施した。また、上述の井戸
の水質、古環境分析に資するべく、その堆積
物を層位的に採取した。 

(4)国内研究 

 以上の野外調査で得られた試料、データの
解析をすすめた。それには系統的な放射性炭
素年代測定による編年付け、社会変化の解析、
遺跡堆積物と古地理・古環境調査堆積物との
精密な対比などが含まれる。 

 

３．現在までの達成度 

 当初の計画以上に進展している。第一に大
規模な放射性炭素年代測定により、紀元前 7

千年紀半ばから末にかけてテル・セクル・ア
ル・アヘイマルの集落が縮小、やがて放棄さ
れたことが確定できたことによる。イラクで
の研究進展が全くない現在、これは重要な前
進である。第二に、メソポタミア地域だけで
なく、周辺地域からの比較資料が得られたこ
とも大きな進展をもたらした。例えば、1960

年代に収集された紀元前 7 千年紀の東京大学
所蔵イラン考古学標本の再解析が進み、ちょ
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うど北メソポタミアで集落再編が起こった
時期に、イラン高原でも顕著な社会、生業変
化があったことが裏付けられた。 

 

４．今後の研究の推進方策 

 平成 23 年度は最終年度である。現地にお
ける補足調査、ならびに国内分析成果のとり
まとめを計画している。補足調査の主たる目
的は、紀元前 7 千年紀後半の集落様態の再確
認である。集落が縮小することが判明したも
のの、それが急激な縮小であるのか漸進的な
縮小であるのかを確認する必要がある。一方、
国内分析は既に入手した考古学的証拠と古
環境データとの照合である。他地域における
同時期の諸現象についても理解が深まった
ため、それらとも突き合わせながらメソポタ
ミアにおける社会変化のモデル構築をめざ
したい。 

 

５. 代表的な研究成果 

（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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